不屈の闘士 ロベルト・バッジョ

『ファンタジスタ』と称され、引退しても人々を魅了しつ続けるイタリアの英雄。その名はロベルト・バッジョ。いくつもの壁を打ち破り、そして何事にも屈しない、不屈の精神力の持ち主です。その彼の人生は、常に挑戦の日々でありました。

・栄光から挫折へ…

彼は幼少の頃から、たぐいまれなる才能を発揮し、栄光の人生を歩むと期待されていました。しかし、それはケガという一瞬の事故によって、絶望の人生へと変わっていってしまうのです。右膝の内側を２２０針も縫い、さらに半月板を壊し、あげくの果てに医師から『もうこの膝では二度とサッカーはできないだろう』とまで言われてしまいます…。

　しかし、彼は負けませんでした。何が何でも、『もう一度フィールドに立ちたい』その思いは、衰えるどころか日に日に強くなり、彼の心の中に決意の炎となって燃え上がったのです。
彼はどんなに厳しいリハビリにも耐え、そして二年後、奇跡の復活を遂げたのでした。そして、その後も度重なるケガを乗り越え、人々を魅了し、国民から最も愛される選手となっていったのです。
　では、彼に奇跡を起こさせた要因は何だったのでしょうか？

それはいかなる試練にも『絶対に勝つんだ』という一念と、その執念を持ち続けたことです。最初から諦めてしまうのではなく、とにかく挑戦し、立ち向かっていく姿勢こそが大切なのです。彼は試合において、
『最後の一瞬まで戦って、戦いきる。そして完全燃焼することだ』と、
また『幸・不幸は全て自分で決まる。人間は困難に打ち勝てば、
それを自分の財産に変えられるんだ』と言っています。
この情熱と確信こそ、人生において最も大切なことなのです。

ある教育者曰く

『断じて負けず、最後に勝つ人こそ、人生の真の勝利者である』
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